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保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
柔
軟

か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
平
成
22
年
12
月
に
「
白
鷹
町
の
保
育
所
民

営
化
等
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
23
年
１
月
か
ら
子
育

て
支
援
拠
点
施
設
検
討
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の
整
備
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
ま
し
た
。
平
成
24
年
３
月
に
は
施
設
の
建
設
工
事
を
発
注
し
、
平
成
25
年
４
月
の
開
設
を

目
指
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
事
業
概
要
、
各
施
設
の
運
営
概
要
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　整備する施設の概要

　・用地面積　　　　12,600㎡
　　　　　　　　　　( 保育園9,943㎡、支援センター等2,657㎡ )
　・主体構造　　　　木造平屋
　・延床面積　　　　1,790.00㎡
　　　　　　　　 　  （保育園1,277.29㎡、支援センター等512.71㎡）
　・付属屋等　　　　車庫59.50㎡、物置小屋19.87㎡（保育園）
　　　　　　　　　　歩廊162.03㎡（保育園88.87㎡、支援センター等73.16㎡）
　・その他特徴点　　太陽光発電・蓄電システム（発電10ｋｗ、蓄電15ｋｗ）の導入
　　　　　　　　　　オール電化による厨房設備、冷暖房
　・事業費の見込み　建物工事費約5億4,900万円、外構工事費約9,200万円、
　　　　　　　　　　用地費約1億8,000万円、設計監理その他約3,300万円　　
　　　　　　　　　　合計約8億5,400万円

整備する施設 施設整備の事業主体 施設管理運営の事業主体

（仮）こぐわ・あゆかい
　統合保育園

白鷹町社会福祉協議会 白鷹町社会福祉協議会

（仮）子育て支援センター
（放課後児童クラブ含む）

白鷹町 白鷹町社会福祉協議会

整備する施設と施設整備・管理運営主体

施設完成予定図
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❶
（
仮
）
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い

　
　
　
　

統
合
保
育
園

　

保
育
施
設
の
老
朽
化
や
就
学
前

児
童
数
の
減
少
に
対
応
し
て
、
こ

ぐ
わ
保
育
園
と
あ
ゆ
か
い
保
育
園

を
統
合
し
、
新
し
い
保
育
園
と
し

て
開
園
し
ま
す
。
定
員
１
５
０
名

で
、「
瞳
き
ら
き
ら　

心
ぽ
か
ぽ
か

次
代(

あ
し
た)

に
は
ば
た
く

元
気
な
子
」
を
目
指
す
子
ど
も
の

姿
と
し
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、

意
欲
・
自
主
性
・
思
い
や
り
の
あ

る
、
豊
か
な
感
性
を
持
つ
子
ど
も

を
育
て
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
な

保
育
内
容
に
つ
い
て
は
概
ね
こ
れ

ま
で
同
様
で
す
が
、
開
園
時
間
に

つ
い
て
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で
の
12
時
間
保
育
と
し
、
充
実

を
図
り
ま
す
。
保
育
料
や
通
園
バ

ス
運
行
な
ど
は
こ
れ
ま
で
通
り
で

す
。

❷
（
仮
）
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

①
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
遊
び
広
場
な
ど
）

　

利
便
性
の
向
上
と
地
域
全
体
で

支
え
合
う
子
育
て
支
援
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
開
催

し
て
い
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
を
、
常
設
の
本
施
設
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
遊
び
広

場
は
、
保
護
者
が
責
任
を
持
っ
て

利
用
す
る
こ
と
を
原
則
に
、
未
就

学
児
と
そ
の
保
護
者
が
利
用
で

き
、
小
学
校
低
学
年
の
兄
・
姉

を
同
伴
し
た
場
合
も
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
町
外
の
か
た
も
利
用

で
き
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
も
こ

れ
ま
で
同
様
に
実
施
し
ま
す
。

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

こ
れ
ま
で
鮎
貝
小
学
校
の
空
き

教
室
を
利
用
し
活
動
し
て
き
た
鮎

貝
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
、
保
育
園
等
と
の
連
携
の
中

で
、
利
用
児
童
が
一
層
伸
び
や
か

に
、
充
実
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
本
施
設
の
中
で
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
開
設
時
間
な
ど
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

 開館時間 午前9時30分～午後3時30分

 施設での飲食 可（昼食　午後0時～ 1時）

 休館日

毎週土曜日
５月（３日から５日まで）
８月（13日から16日まで）
12月29日から翌年の１月３日まで

利用時間 休館日

①月曜日から金曜日
（午後0時～午後7時）
②土曜日（第２除き）
（午前7時～午後7時）
③長期休暇・学校代休日
（午前7時～午後7時）

①日曜日
②第2土曜日
③国民の祝日及び国民の休日
④8月（13日から16日まで）
⑤12月29日から
    翌年の１月３日まで

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

　

☎
８
６

－

０
２
１
２

ファミリーサポート利用の手順

　保育園の送迎ができない、休日なのに仕事が休めない…など育児をお願いしたいかた（利用会員）に対して、育
児を応援したいかた（協力会員）が自宅での預かりや送迎など子育てを支援するのがファミリーサポートです。

■登録・問い合わせ　健康福祉課子育て支援係　ファミリーサポートセンター（☎ 86 － 0212）

●協力会員を募集しています！
　子どもさんと接することが好きな
かた大歓迎です。

利用会員（登録必要）
「子どもを預かってください」

ファミリーサポートセンター
「分かりました。協力会員を
　紹介します」

協力会員（登録必要）
「はい。お預かりします。」

　◎休日２時間30分以上ファミリーサポートセンターを利用する場合、
　　町が利用料金の一部を支援します。
　（２時間までの利用は通常料金となります）

休日利用料金と助成額
２時間30分以上 助成額（助成後）

利用料金

　①２時間30分　1,750円
　②３時間　　　2,100円
　③３時間30分　2,450円
　④４時間以上　2,800円以上

　①300円（1,450円）
　②600円（1,500円）
　③900円（1,550円）
　④１時間あたり300円

①ファミリーサポートの利用時間
○午前７時～午後７時まで（要予約）
※上記以外の時間に利用したい場合はご相談ください。

②ファミリーサポートの利用料金
○平日　　　　　　　１時間あたり600円
○土日・祝祭日　　　１時間あたり700円

※　毎週月曜日を休館日として検討していまし
たが、町と社会福祉協議会の協議の結果、毎週
土曜日を休館日とします。
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４
．
審
査
及
び
発
表

　

❶
応
募
作
品
の
中
か
ら「
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
検
討
協
議
会
」　

　
　

で
厳
正
に
審
査
し
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
白
鷹
町
と
社
会
福
祉

　
　

協
議
会
で
入
賞
作
品
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

　

❷
入
賞
作
品
の
発
表
は
、
７
月
の
「
広
報
し
ら
た
か
」
で
お
知
ら

　
　

せ
す
る
予
定
で
す
。

　

❸
入
賞
者
に
は
、
５
０
０
０
円
相
当
の
入
賞
記
念
品
を
授
与
す
る

　
　

こ
と
と
し
、
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て
表
彰
に
代
え
さ
せ
て
い

　
　

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
入
賞
者
多
数
の
場
合
は
、
予
算
の
範
囲

　
　

内
で
記
念
品
の
金
額
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

　
　

す
。

５
．
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

❶
応
募
者
の
個
人
情
報
は
厳
正
に
管
理
し
、
本
募
集
以
外
の
目
的

　
　

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

❷
入
賞
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
氏
名
、
市
町
村
、
居
住
地
区
（
白

　
　

鷹
町
の
場
合
）
を
「
広
報
し
ら
た
か
」
等
で
発
表
し
ま
す
。

６
．
応
募
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

　

❶
応
募
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の
と
し
ま
す
。

　

❷
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

❸
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

❹
名
称
等
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
や
む
を
得
ず
補
作
す
る
場
合

　
　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

　

❺
採
用
さ
れ
た
「
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
統
合
保
育
園
」
の
名
称
の

　
　

著
作
権
等
一
切
の
権
利
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
帰
属
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
愛
称
の
著
作
権
等
一
切
の

　
　

権
利
は
白
鷹
町
に
帰
属
し
ま
す
。

　

❻
郵
送
等
に
お
け
る
作
品
の
紛
失
に
つ
い
て
は
、
白
鷹
町
と
社
会

　
　

福
祉
協
議
会
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

１
．
募
集
内
容

 

◆
「
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
統
合
保
育
園
」
の
名
称
並
び
に

　

   

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
愛
称

　

・
簡
単
明
瞭
で
、
わ
か
り
や
す
く
覚
え
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

・
親
し
み
や
す
く
、
さ
わ
や
か
な
愛
称
で
あ
る
こ
と
。

　

・
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

・
他
の
施
設
や
商
品
等
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　

※
な
お
、
保
育
園
名
は
「
ひ
ら
が
な
」
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
応
募
方
法

　

❶
は
が
き
、
封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
方

　
　

法
と
し
、
各
１
通
に
つ
き
作
品
１
点
と
し
ま
す
。
但
し
、
統
合

　
　

保
育
園
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
１
通
に
併
記
で
き
る
こ
と

　
　

と
し
ま
す
。

　

❷
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
①
施
設
区
分
（
統
合
保
育
園
・
子
育
て

　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
）、
②
名
称
・
愛
称
（
ふ
り
が
な
）、
③
命
名
の

　
　

理
由
（
具
体
的
に
）、
④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
⑤
性
別
、
⑥
年

　
　

齢
、
⑦
住
所
、
⑧
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

❸
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
送
信
し
て
い

　
　

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
応
募
用
紙
は
、
白
鷹
町
健
康
福
祉
課

　
　

子
育
て
支
援
係
、
白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
に
準
備
し

　
　

て
い
ま
す
。

　

❹
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場
合
は
、
件
名
を
「
拠
点
施
設
名
称
等

　
　

募
集
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
募
集
期
間

　
　
　
　

平
成
24
年
５
月
14
日
（
月
）
〜
６
月
８
日
（
金
）
必
着

　
　
　

（
は
が
き
、
封
書
に
つ
い
て
は
当
日
消
印
有
効
）

　白鷹町と社会福祉協議会では、「こぐわ・あゆかい統合保育園」の名称と「子育て支援センター」の愛称を
募集します。町の未来を託す子どもたちの健やかで、心豊かな育ちに夢を込める素敵なネーミングをたくさ
んお寄せください。

〒992-0831　白鷹町大字荒砥甲４８８
白鷹町健康福祉課子育て支援係
ＦＡＸ　86－0115　　　☎86－0212
Ｅメール　　kenfuku ＠ so.town.shirataka.yamagata.jp

〒992-0831　白鷹町大字荒砥甲４８８
白鷹町社会福祉協議会事務局
ＦＡＸ　86－0155　　　☎86－0150
Ｅメール　　shirasya ＠ sgic.jp



《所得制限限度額》

扶養親族等の数 所得制限限度額 収入額の目安

０人 622万円 833.3万円
１人 660万円 875.6万円
２人 698万円 917.8万円
３人 736万円 960.0万円
４人 774万円 1,002.1万円
５人 812万円 1,042.1万円

5　

●手当を受給できる方
　中学校修了前の児童の養育者等

●支給金額
　・３歳未満　月額15,000円／人
　・３歳以上小学校修了前
　　　第１子、第２子　月額10,000円／人
　　　第３子以降　　　月額15,000円／人
　・中学生　　月額10,000円／人
　・所得制限限度額以上の方の中学生以下の児童　月額5,000円／人
　　【所得制限が平成24年６月から適用されます。】
　　　　

●支給月
　平成24年 ６月（平成24年 ４月分～５月分）
　平成24年10月（平成24年 ６月分～ 9月分）
　平成25年 ２月（平成24年10月分～平成25年１月分）
　　なお、平成24年６月には、子ども手当の平成24年２月分、3月分も同時に支給となります。

●その他留意事項
　◆平成24年3月末時点で子ども手当特別措置法の認定を受けている方は、児童手当は「みなし認定」となるため、
　　　新たな申請手続きは必要ありません。
　◆次の方は、町民課戸籍年金係で申請手続きが必要です。
　　○出生などにより、新たに養育する児童ができたかた
　　○出生などにより、養育する児童が増えたかた
　　○他の市町村から転入されたかたで、養育する児童がいるかた
　　　（手当支給は原則申請をした月の翌月分からとなります。出生や転入などの場合は、15日以内に申請してく
　　　　　ださい。）
　◆児童手当の給付を受けているかたは、毎年6月に、前年の所得状況や年金の加入状況を記載した現況届を提出
　　　する必要があります。別途ご案内いたしますので忘れずに提出ください。
　◆公務員の方は、手続きが必要な場合、勤務先での手続きとなりますので、勤務先にご確認ください。
　◆子育て支援のために児童手当を町に寄付することができますので、ご希望の方はお問い合わせください。

　　　　　　　　　  ■問い合わせ
　　　　　　                健康福祉課　子育て支援係　☎86－0212

●手当を受給 き 方



祉

民
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町

福

平
成
24
年
度
福
祉
事
業
の
ご
案
内

　

障
が
い
の
あ
る
か
た
も
、
高
齢
者
も
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
ご
案
内
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
家
族
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

 

①
八
乙
女
げ
ん
き
塾
事
業

　（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

条
件　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
介
護
予
防

の
た
め
に
利
用
が
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
か
た

利
用　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間

で
お
お
む
ね
１
回
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

料
金　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
１
日
当
た

り
７
０
０
円

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
自
立
生
活
支
援
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

条
件　

65
歳
以
上
の
か
た
の
み
の

世
帯
で
、
介
護
保
険
に
該
当
し
な

い
か
た
で
、
日
常
生
活
で
支
援
及

び
指
導
が
必
要
な
か
た

利
用　

家
事
援
助
、
一
週
間
２
回

以
内
で
１
回
１
時
間
30
分
未
満

料
金　

介
護
保
険
制
度
と
同
じ
１

割
負
担
（
２
２
９
〜
２
９
１
円
）

③
自
立
生
活
支
援
事
業

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

条
件　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
生
活
支
援

及
び
指
導
が
必
要
な
か
た
。
介
護

者
が
冠
婚
葬
祭
の
と
き
な
ど

利
用　

７
日
間
以
内
／
月

料
金　

１
日
当
た
り
２
２
１
１
〜

３
３
３
６
円
（
食
費
・
滞
在
費
含

み
）
で
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

④
家
族
介
護
者
交
流
事
業

　

在
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て

い
る
か
た
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

条
件　

要
介
護
３
〜
５
に
相
当
す

る
か
た
、
重
度
の
認
知
症
状
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

利
用　

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
た
め
、
宿
泊
、
日
帰
り
旅
行
、

施
設
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。

⑤
高
齢
者
寿
賀
祝
品
支
給
事
業

　

長
寿
を
祝
福
し
祝
品
を
支
給
し

ま
す
。

条
件　

数
え
77
歳
、
88
歳
、
99
歳
、

１
０
０
歳

給
付　

77
歳
、
88
歳
は
町
の
賀
詞

・
祝
品
、
99
歳
は
県
の
賀
詞
・
祝

品
及
び
町
の
祝
品
（
敬
老
会
で
支

給
）、
１
月
１
日
で
数
え
１
０
０

歳
の
か
た
に
３
万
円
（
施
設
入
所

者
１
万
円
）
を
支
給

⑥
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者

　
激
励
金
支
給
事
業

　

在
宅
の
ね
た
き
り
高
齢
者
な
ど

を
介
護
し
て
い
る
か
た
に
、
介
護

者
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

６
カ
月
以
上
の
在
宅
の
介

護
者

給
付　

２
万
６
０
０
０
円

⑦
在
宅
介
護
お
む
つ
支
給
事
業

　

在
宅
で
常
時
失
禁
状
態
に
あ
る

か
た
な
ど
に
、
お
む
つ
を
支
給
し

ま
す
。

条
件　

世
帯
の
収
入
額
合
計
が

１
０
０
０
万
円
以
下
で
か
つ

（
90
万
円
×
18
歳
以
上
の
世
帯
員

数
＋
５
０
０
万
円
）
以
下
で
あ
る

こ
と

　

65
歳
以
上
で
要
介
護
度
３
以
上

の
か
た
（
入
院
中
は
該
当
し
ま
せ

ん
）

給
付　

現
物
（
１
カ
月
当
た
り

４
０
０
０
円
相
当
以
内
）

⑧
地
域
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
事
業

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が

急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
、

ご
く
簡
単
な
操
作
で
受
信
セ
ン
タ

ー
に
通
報
す
る
こ
と
の
で
き
る
緊

急
通
報
機
器
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

条
件　

65
歳
以
上
の
か
た
の
み
の

世
帯
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
か

た
で
町
民
税
非
課
税
世
帯

料
金　

１
カ
月
当
た
り
５
２
５
円

⑨
物
忘
れ
相
談
事
業

条
件　

物
忘
れ
な
ど
が
気
に
な
る

か
た
や
、
そ
の
家
族

利
用　

認
知
症
な
ど
の
早
期
発
見

・
治
療
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
精

神
科
医
に
よ
る
相
談
、
あ
る
い
は

訪
問
を
行
い
ま
す
。

＊
２
カ
月
に
１
回　

金
曜
日
の
午

後
２
時
か
ら
（
日
程
は
広
報
し
ら

た
か
で
お
知
ら
せ
予
定
）

料
金　

無
料

＊
事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

⑩
元
気
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
事
業

　

体
力
・
運
動
機
能
の
維
持
向
上

を
目
的
に
、
週
１
回
２
時
間
程
度

の
運
動
を
行
う
教
室
で
す
。

条
件　

元
気
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
の

修
了
者
の
か
た
、
ま
た
は
運
動
を

希
望
す
る
65
歳
以
上
の
か
た

料
金　

１
回
に
つ
き
２
０
０
円

⑪
高
齢
者
世
帯
等
雪
下
ろ
し
費
支

　
給
事
業

　

自
力
で
雪
下
ろ
し
が
で
き
な
い

世
帯
に
対
し
て
雪
下
ろ
し
費
用
を

支
給
し
ま
す
。

条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
一

人
暮
ら
し
老
人
世
帯
、
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
世
帯

給
付　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
１
回
あ

た
り
１
万
３
０
０
０
円
を
上
限
と

し
て
年
度
２
回
以
内

⑫
高
齢
者
世
帯
等
雪
は
き
支
援
事
業

　

自
力
で
除
雪
が
で
き
な
い
世
帯

に
対
し
て
除
雪
支
援
を
行
い
ま
す
。
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町

福

条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
一

人
暮
ら
し
老
人
世
帯
、
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
世
帯

内
容　

住
居
の
出
入
り
口
か
ら
生

活
道
路
に
で
る
ま
で
の
人
的
除
雪

を
行
い
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
86

－

０
１
１
２
）

①
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を

支
援
し
ま
す
。

内
容　

居
宅
介
護
、
生
活
介
護
、

短
期
入
所
、
就
労
継
続
支
援
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
児
童
発
達
支
援
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

居
宅
生
活
や
障
害
者
支
援
施
設
な

ど
へ
の
入
所
・
通
所
の
支
援

条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

い
者（
児
）で
支
援
が
必
要
な
か
た

＊
障
害
程
度
区
分
認
定
が
必
要
と

　

な
り
ま
す
。

料
金　

世
帯
の
町
民
税
課
税
状
況

に
応
じ
た
負
担
と
食
費
な
ど
の
実

費
負
担

②
補
装
具
費
支
給
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
の
身
体
機
能

を
補
完
・
代
替
す
る
も
の
を
装
着

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
し
た
生

活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
者

で
、
障
が
い
に
よ
り
必
要
な
か
た

利
用　

必
要
な
補
装
具
を
支
給
。

料
金　

原
則
経
費
の
１
割
負
担

※
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
に

　

応
じ
て
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

③
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
が
日
常
生
活

を
営
む
う
え
で
の
困
難
を
改
善
し
、

自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

障
害
者
手
帳
所
有
の
か
た

利
用　

ス
ト
マ
、
お
む
つ
な
ど
の

給
付
、
便
器
、
手
す
り
、
住
宅
改

修
費
給
付
な
ど
。

料
金　

原
則
経
費
の
１
割
負
担

※
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
に

　

応
じ
て
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

④
地
域
生
活
支
援
事
業 

　

障
が
い
者
の
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

内
容　

障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
無
料
）、
日
中
一
時
支
援
事
業
、

移
動
支
援
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
事
業
、
成
年
後
見
制

度
利
用
支
援
事
業
、
自
動
車
運
転

免
許
取
得
・
改
造
助
成
事
業
な
ど
。

条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

い
者（
児
）で
支
援
が
必
要
な
か
た

料
金　

原
則
サ
ー
ビ
ス
料
の
一
割

負
担
と
食
費
な
ど
の
実
費
負
担

⑤
心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

　
等
利
用
助
成
事
業

　

タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
を
交
付
し

ま
す
。

条
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の

　

か
た
（
た
だ
し
、
下
肢
機
能
障

　

害
は
１
〜
４
級
の
か
た
）

・
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
の
か
た

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

〜
２
級
の
か
た

利
用　

年
間
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

（
６
０
０
円
12
枚
綴
）
を
１
冊
交

付
。
腎
臓
障
害
で
透
析
の
た
め
通

院
の
か
た
は
２
冊

⑥
重
度
障
が
い
者
介
護
者
激
励
金

　

重
度
障
が
い
者
（
一
部
該
当
し

な
い
障
が
い
が
あ
り
ま
す
）
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
か
た
に
対
し
、

介
護
者
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、２

級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
所
有
の
20

歳
以
上
65
歳
未
満
の
か
た
で
、
日

常
生
活
全
般
に
お
い
て
介
護
を
要

す
る
在
宅
の
障
が
い
者
の
介
護
者

給
付　

２
万
６
０
０
０
円

⑦
人
工
透
析
患
者
通
院
交
通
費

  

　
助
成
事
業

　

人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め

の
通
院
交
通
費
の
助
成
を
行
い
ま

す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

所
得
税
非
課
税
の
か
た
で
、
生
活

保
護
法
な
ど
に
よ
り
通
院
交
通
費

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
か
た

＊
心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

　

な
ど
利
用
助
成
事
業
と
の
併
用

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

給
付　

月
額
３
０
０
０
円

⑧
自
立
支
援
医
療
費
支
給
事
業

（
更
生
医
療
・
精
神
通
院
医
療
） 

　

自
立
支
援
医
療
費
を
支
給
し
、

福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

条
件　

更
生
医
療
・
精
神
通
院
医

療
の
対
象
疾
病
を
有
す
る
か
た
で
、

一
定
所
得
未
満
の
か
た

給
付　

医
療
保
険
の
個
人
負
担
分

の
一
部
を
給
付
（
課
税
・
収
入
状

況
な
ど
に
応
じ
て
給
付
額
が
異
な

り
ま
す
。）

⑨
特
別
障
害
者
手
当
・

　
　
　
障
害
児
福
祉
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重

度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
か
た
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

病
院
な
ど
に
３
カ
月
以
上

入
院
、
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て

い
な
い
か
た
、
本
人
及
び
扶
養
義

務
者
が
一
定
所
得
未
満
の
か
た

給
付　

20
歳
以
上
２
万
６
２
６
０
円

　
　
　

20
歳
未
満
１
万
４
２
８
０
円

　
　
　

年
４
回
支
給
（
月
額
）

 

⑩
障
害
者
相
談
支
援
事
業
（
無
料
）

　

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を

支
援
す
る
た
め
、
相
談
業
務
を
委

託
し
て
い
ま
す
。

内
容　

障
が
い
者
や
ご
家
族
の
悩

み
や
相
談
に
対
し
て
、
専
門
的
な

職
員
が
相
談
を
受
け
、
そ
の
か
た

に
あ
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
生

活
に
関
す
る
悩
み
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
曜
か
ら
土
曜
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

連
絡
先
　
相
談
事
業
所
お
き
た
ま

（
☎
88

－

５
３
５
７
）

⑪
在
宅
酸
素
療
法
者
支
援
事
業

　

医
師
の
処
方
に
よ
り
在
宅
酸
素

療
法
を
行
っ
て
い
る
か
た
の
、酸

素
濃
縮
器
の
電
気
料
金
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

内
容　

呼
吸
機
能
障
害
に
よ
り
身

体
障
害
者
手
帳
３
、４
級
を
所
有

し
て
い
る
か
た
は
月
額
１
６
０
０

円
。
そ
の
ほ
か
の
か
た
は
月
額

８
０
０
円
。

■
心
身
障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福
祉

係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）
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地
域
や
集
落
ま
た
は
町
民
の
自
主
的
な
団
体
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り

団
体
が
、
幸
せ
を
実
感
し
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
住
み
良
い
ま

ち
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
自
主
的
・
計
画
的
な
活
動
を
応
援

す
る
事
業
で
す
。

　

助
成
総
額
は
２
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
が
…
地
域
が
…
元
気
に
な
る
事
業
、
ま
た
今
後
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
う
え
で
の
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
む
予
定
が
あ
り
、
助

成
を
希
望
す
る
み
な
さ
ん
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
場
合
に
よ
っ

て
は
「
こ
ん
な
事
業
を
考
え
て
い
る
の
だ
が
…
」
と
い
っ
た
皆
さ
ん

も
、
担
当
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
助
成
対
象
団
体
の
選
考
は
先
着
順
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
承
知
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
計
画
的
な
事
業
の
実
施
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
調
整
係

　

（
☎
85

－

６
１
２
３
）

①
地
域
づ
く
り
計
画
策
定
事
業

　

地
域
の
現
状
と
課
題
把
握
、
地

域
発
展
の
テ
ー
マ
づ
く
り
、
具
現

化
に
向
け
た
具
体
的
事
項
、
事
業

実
施
に
向
け
た
方
策
検
討
な
ど

②
地
域
づ
く
り
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
施
設
等
の

整
備
、
地
域
の
景
観
形
成
、
研
修

会
の
開
催
、
調
査
研
究
な
ど

③
生
涯
学
習
、
歴
史
・
文
化
事
業

　

講
演
会
、
講
習
会
、
研
修
会
の

開
催
、
歴
史
文
化
の
保
存
伝
承
、

郷
土
史
発
刊
、
郷
土
料
理
の
伝
承

・
活
用
、
新
た
な
芸
術
文
化
活
動

な
ど

④
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
拡
大
事
業

　

大
会
、
ま
つ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
都
市
交
流
な
ど

⑤
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
立
ち
上
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
、
特
産
物
の

開
発
な
ど

⑥
環
境
保
全
・
地
球
温
暖
化
対
策
事
業

　

ご
み
減
量
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
、
水
質

浄
化
活
動
な
ど

⑦
ま
ち
づ
く
り
団
体
直
営
事
業

　

団
体
の
構
成
員
が
協
力
し
て
、

公
園
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

等
の
維
持
管
理
作
業
な
ど
を
直
接

行
う
場
合
に
必
要
な
原
材
料
費
な

ど※
継
続
事
業
に
か
か
る
経
常
運
営

　

経
費
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

(1)
申
請

　

事
業
の
助
成
を
希
望
す
る
団
体

は
、
ま
ず
「
協
議
書
」
を
町
に
提

出
し
ま
す
。
ま
た
事
業
の
計
画
性

を
高
め
る
た
め
、
協
議
書
の
受
付

は
原
則
と
し
て
「
毎
月
第
１
月
曜

日
ま
で
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

(2)
助
成
額

　

①
は
10
万
円
以
上
の
事
業
で
、

事
業
費
の
80
％
以
内
の
額
と
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に
お

け
る
地
域
づ
く
り
計
画
策
定
事
業

に
対
し
て
は
、
１
０
０
％
以
内
の

額
。
助
成
限
度
額
は
30
万
円
で
す
。

　

②
〜
⑥
は
10
万
円
以
上
の
事
業

で
、
事
業
費
の
50
％
以
内
の
額
を

助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
限

度
額
は
50
万
円
で
す
。

　

⑦
は
原
材
料
費
等
の
80
％
以
内

の
額
で
、
助
成
限
度
額
は
10
万
円

で
す
。

　

な
お
、
②
〜
⑥
の
中
に
一
部
⑦

の
団
体
直
営
の
内
容
が
複
合
し
て

い
る
よ
う
な
と
き
は
、
そ
の
部

分
の
み
80
％
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

(3)
助
成
金
の
交
付
決
定

　

提
出
い
た
だ
い
た
協
議
書
を
も

と
に
、
役
場
内
に
設
置
す
る
「
白

鷹
町
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
選
定

委
員
会
」
で
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

白鷹町まちづくり助成事業

(1)は出をは日す(2)事コけに額で助度のでのい分た(3)と鷹

⑤のジ開⑥の研浄⑦公等行ど※

①域
現

化
業

実②地
の

整
修

会③
業

開
、

郷
承

な④ム
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白鷹町まちづくり助成事業

平成23年度助成した事業　①申請団体　②代表者名（敬称略）　③認定事業費　④助成金

❶貝生大花火大会事業
　①貝生地区青年会
　②会長　工藤　大知
　③437,534円
　④200,000円
　　花火打ち上げ（貝生夏まつり併催）

❷しらたか古典桜の里 in あゆーむ展
　①白鷹の桜を愛する会
　②会長　成原　政只
　③201,375円
　④100,000円
　　さくら歴史マップ作成及び
　　古典桜パネル作成展示

❶地域再生住民学習会開催事業
　①地域再生住民学習会開催事業実行委員会
　②委員長　長谷川　俊夫
　③260,652円
　④130,000円
　　金子　勝氏講演会
　「地域再生の道を探る－ TPP に頼らない未来へ」
　　

❶貝生大花火大会事業
　①貝生地区青年会
　②会長　工藤　大知
　③437,534円
　④200,000円

花火打ち上げ（貝生夏まつり併催）

❷しらたか古典桜の里 in あゆーむ展
①白鷹の桜を愛する会
②会長　成原　政只
③201,375円
④100,000円
さくら歴史マップ作成及び
古典桜パネル作成展示

❶地域再生住民学習会開催事業
①地域再生住民学習会開催事業実行委員会
②委員長　長谷川　俊夫
③260,652円
④130,000円
　金子　勝氏講演会
「地域再生の道を探る－ TPP に頼らない未来へ」
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　日本人の肝臓病の約80％はウィルス性肝炎で、なかでも B型 C型肝炎ウィルスに感染している人は、国
民の40人に１人ともいわれます。これは、1960年代までは肝炎ウィルスの存在が知られなかったためで、
40歳以上のかたは知らない間に肝炎ウィルスに感染している可能性があります。
　そこで、40歳以上のかたで「肝炎ウィルス検診を受けたことがない」、「受けたかどうか忘れてしまった」、
「申し込んでいない」かたは、この機会に肝炎ウィルス検診を受けましょう。

　○白鷹町内実施機関

■申込・問い合わせ　健康福祉課　健康推進係（☎86－0210）

検診方法 実施機関・会場 電話番号 日時・持ち物など

集団検診
健康福祉センター
又は各地区公民館など

・日時、会場：「元気ニコニコ推進カレンダー」か「お
知らせ版」で確認の上、直接会場にお越しください。
・持ち物：医療保険証・※受診券があるかたは持参して
ください
・問診票は当日会場で交付します。

個別検診

白鷹町立病院 85－2155 ・日時：希望の医療機関に事前に電話でご相談くださ
い。
・持ち物：医療保険証・※受診券
・受診券がないかたは問診票が必要ですので健康推進係
（☎86－0210）までご連絡ください。

大森医院 85－3636
多田医院 85－2007
新野医院 85－2263
横沢医院 87－2207
みゆき整形外科クリニック 85－5533

市町名 検診方法 実施機関 電話番号 実施機関 電話番号

長井市 個別検診

公立置賜長井病院 84－2161 齋藤眼科医院 84－5811
吉川記念病院 87－8000 外田医院 84－2016
阿達医院 88－2098 仁陽堂　外田医院 84－2004
池田内科医院 84－7333 中村循環器科医院 84－8077
伊藤内科クリニック 88－5566 はぎの内科医院 88－1789
梅津医院 88－2078 松下クリニック 88－2538
さとう小児科医院 88－2662 三上医院 88－3366

飯豊町 個別検診
国民健康保険診療所 72－2300

国民健康保険診療所
附属中津川診療所 77－2330

さゆり内科歯科クリニック 86－3056

　※受診券：40～ 60歳の５歳刻みの年齢のかたには、検診が無料になる受診券を５月中に郵送予定です。

　○白鷹町外実施機関（持ち物などは上記の個別検診と同様です。）

　○検診料金：受診券のあるかたは無料、40歳以上で受診券のないかたは1,000円です。

次のかたは、気付かず肝炎ウイルスに感染している危険性があります。
・40歳以上（1960年代の幼少期まで、血液に対する警戒が薄く、輸血などのチェック  
　体制や感染防止策が整っていなかったため）
・平成4(1992) 年以前に輸血を受けたことがある
・平成6(1994) 年以前にフィブリノゲン製剤を投与されたことがある
・大きな手術を受けたことがある
・過去の健康診断などで「肝機能異常」と指摘されたことがあるなど



☎

　　　
クラブマネジャー　
小形峰樹（浅立）

サブマネジャー　
青木葉子（鮎貝）
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①軽自動車税の減免について

　障がいのあるかたで一定の要件に該当する場合は、
申請により軽自動車税の減免を受けることができま
す。要件については、税務出納課町民税係にお問い
合わせください。
　また、軽自動車税の減免は、毎年申請が必要です。
昨年から引き続き減免を受けられるかたも、期間内
に申請ください。期間内に申請されない場合は減免
を受けられなくなりますので、ご注意ください。
▼申請期間　納付書が届いた日～５月24日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　（納期限の７日前）
▼申請場所　税務出納課町民税係

②軽自動車税を口座振替されるかたへ

　軽自動車税を口座振替で納められたかたに対し
ての車検時に必要な納税証明書は、６月中旬に発
送します。
　ただし、発送までの間に車検を受けられるかた
には随時発行します。金融機関への引き落としの
確認時間を短くするため、お手数ですが引き落と
しの確認できる預金通帳をご持参のうえ、税務出
納課町民税係までおいでください。

■問い合わせ　税務出納課町民税係（☎85－6132）

◇申請の際にお持ちいただくもの
　①身体障害者手帳　　　②免許証
　③軽自動車税の納付書　④印鑑
　※家族が運転する場合は、運転するかたの免許証
をお持ちください。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

▼
い
つ　

５
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館

▼
講
師　

㈳
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　

協
会　

　
　
　
　

後
藤　

一
也　

氏

▼
参
加
料　

会
員
１
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員
６
０
０
円

▼
内
容　

足
型
測
定
で
自
分
の
足

　
　
　
　

を
知
ろ
う
！

　
　
　
　

正
し
い
シ
ュ
ー
ズ
選
び

　
　
　
　

と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

｢

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ｣

の
ク
ラ
ブ
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
サ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
紹

介
し
ま
す
。

　

ゆ
め
ス
ポ
し
ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ
＊

Ｋ
Ｕ
」
は
設
立
３
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
地
区
公
民
館
や
小
中

学
校
体
育
館
を
会
場
に
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
展
開
中
で
す
。

　

こ
こ
で
は
５
月
に
開
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

演　

題　

　

｢

天
才
は
親
が
つ
く
る　

　
　

最
初
は
誰
も
が
普
通
の
子｣

　
　

〜
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

　
　
　

ト
吉
井
妙
子
が
会
っ
た
ア

　
　
　

ス
リ
ー
ト
の
家
庭
〜

▼
講
師　

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　

吉
井　

妙
子　

氏　

▼
い
つ　

５
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
15
分

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
ー
む

▼
料
金　

前
売
券
３
０
０
円

　
　
　

（
当
日
券
５
０
０
円
）

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

           

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
事
務
局

           

各
地
区
公
民
館

町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
的
な
活
動
を
楽
し
め
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。
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TEL. 85-9071   FAX. 85-9072
E-mail.  shirataka@ayu-m.jp
URL.  http://www.ayu-m.jp/
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6月までの休館日
5/14（月）・21（月）・28（月）
6/4（月）・11（月）・18（月）・25（月）

開館時間

あゆーむ

●
葵
ひ
ろ
子

　
　
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

●
河
村  

ひ
さ  

こ
尚
子

　
　
　
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

● 

梅
津
五
郎
通
常
展 

《1》

▼
い
　
つ
　
5
月
15
日（
火
）

〜
6
月
22
日（
金
）

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
観
覧
料
　
一
般
　
　   

2
0
0
円

　
高
校
生
以
下
　
　
　
　
　  

無
料

午前９時～午後7時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

▼
い
　
つ
　
6
月
23
日（
土
）

　
午
後
7
時
開
演

　（
午
後
6
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
出
　
演
　
葵
ひ
ろ
こ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ア
イ
ズ（
伴
奏
）

▼
入
場
料
　
2
0
0
0
円

　（
当
日
2
5
0
0
円
）

　※

全
席
自
由

▼
定
　
員
　
2
0
0
人

▼
チ
ケ
ッ
ト
・
問
い
合
わ
せ
　

　
あ
ゆ
ー
む
ま
で

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮

　
く
だ
さ
い

▼
い
　
つ
　
7
月
1
日（
日
）

　
午
後
2
時
開
演

　（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
演
奏
　
河
村
尚
子（
ピ
ア
ノ
）

▼
入
場
料
　※

全
席
自
由

　
一
般   

　
　
　
　
2
5
0
0
円

　
高
校
生
以
下
　  

1
0
0
0
円

　（
当
日
5
0
0
円
増
し
）

▼
定
　
員
　
2
0
0
人

▼
い
　
つ
　
5
月
26
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
よ
り

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

　
あ
ゆ
ー
む
ま
で

　
生
演
奏
を
伴
奏
に
、
み
ん
な
で

楽
し
く
う
た
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
当
日
は
あ
ゆ
ー
む
送
迎

バ
ス
を
運
行
予
定
で
す
（
申
込
締

切
5
月
24
日
）
。

● 

第
8
回

　
1
9
8
6
年
渡
独
後
、ハ
ノ
ー

フ
ァ
ー
国
立
音
楽
芸
術
大
学
在

学
中
に
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
、カ
サ
グ
ラ

ン
デ
、
ゲ
ー
ザ
・
ア
ン
ダ
な
ど

数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
・
入

賞
を
重
ね
る
。06
年
に
は
権
威
あ

る
難
関
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
コ
ン
ク

ー
ル
第
2
位
受
賞
。翌
年
、多
く

の
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
輩
出
し
て

い
る
ク
ラ
ラ
・
ハ
ス
キ
ル
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
に
て
優
勝
を
飾
り
、大

器
を
感
じ
さ
せ
る
新
鋭
と
し
て

世
界
の
注
目
を
あ
び
る
。

　
平
成
23
年
度(

第
62
回)

芸
術
選

奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
受
賞
。

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流

　
セ
ン
タ
ー

▼
共
　
催
　
白
鷹
音
楽
愛
好
会

▼
チ
ケ
ッ
ト
・
問
い
合
わ
せ
　

　
あ
ゆ
ー
む
ま
で

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い

河
村 

尚
子 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　広報紙の有料製本を今年も行います。希望されるか
たは、下記によりお申し込みください。
●製本対象
　平成 23 年度に発行した
　　広報しらたか（No.1062 ～ 1085）
　　議会だより　（No.110 ～ 113）
●申込方法
○各地区公民館、または総務課情報係へお持ちくださ
　い。
○広報紙つづりに、住所と氏名を書いてください。
　（はっきり分かるように記入してください）
○公民館に備え付けてある受付表に住所と氏名を書い
　てください。
●受付期間　６月 15日（金）まで
●製本後のお渡しとお支払い
○製本が終わりましたら、各ご家庭へ郵送します。
○同封する「納付書」により、町内金融機関（ゆうちょ

　銀行は除く）、または役場出納窓口で料金をお支払い
　ください。
●料金　１部　500 円
●お願い
○広報しらたか、議会だよりしらたか以外の印刷物な
　どは入れないようにしてください。
○つづる順番は広報しらたか４月号が一番上になるよ
　うにし、おしらせ版３月号の後に、議会だよりを整
　理してください。
○一部の号が抜けている場
　合はできるかぎり補充し
　ますので、不足の号を表
　紙に明記してください。

■問い合わせ
　総務課情報係（☎ 85 － 6121）

平成 23年度版
　　　広報しらたか・議会だよりしらたかの有料製本サービスを行います



13　

み
ん
な
が
待
ち
望
ん
だ
桜
の
開
花
。
町
の
各
地
で
行
わ
れ
た
桜
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

４
月
21
日
、
花
ウ
ォ
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
地
点
の

蚕
桑
駅
に
は
町
内
外
か
ら
参
加
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま

れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
桜
は

ま
だ
咲
か
ず
、
そ
れ
で
も
残
雪
の

山
を
望
み
、
道
端
の
花
を
楽
し
み

な
が
ら
、
釜
ノ
越
サ
ク
ラ
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
公
園
の
桜
並
木
ま
で
歩
き

ま
し
た
。

　

４
月
29
日
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

は
八
幡
若
衆
会
に
よ
る
、
さ
く
ら

祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
22
日
、
釜
ノ
越
サ
ク
ラ
の

前
で
畔
藤
田
植
え
踊
り
と
高
玉
芝

居
の
上
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
17
日
か
ら
５
月
６
日
に
か

け
て
、
し
ら
た
か
古
典
桜
I
N

あ
ゆ
ー
む
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
ゆ
ー
む
に
は
桜
に
関
す
る
写
真

や
絵
画
な
ど
が
飾
ら
れ
、
復
興
祈

願
チ
ャ
リ
テ
ィ
お
茶
席
や
愛
の
武

将
隊
に
よ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

武
将
隊
が
荒
砥
駅
で
お
出
迎
え

　

４
月
29
日
、
十
王
山
峡
の
里
交

流
広
場
で
は
植
樹
祭
＆
花
見
の
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
27
日
、
中
国
華
南
地
域
へ

の
古
典
桜
の
普
及
さ
せ
よ
う
と
、

中
国
華
南
農
業
大
学
林
学
院
及
び

広
東
省
林
業
科
学
研
究
院
か
ら
5

人
の
調
査
団
が
訪
れ
ま
し
た
。
佐

藤
町
長
よ
り
「
や
ま
が
た
桜
の
絆

・
古
典
桜
大
使
」
の
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

歓迎レセプションでは文化継承団体「獅
伝」と記念撮影

釜の越農村公園での歓迎セレモニーでは、
薬師ザクラの分身木を植樹しました。

桜
咲
く

こ
こ
に
は
載
せ
き
れ
ま
せ
ん
が
、
町
内
各
地
で
様
々
な
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
の
が
ん
ば
り
の
お
か
げ
で
「
古
典
桜
の
里
」
白
鷹
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　4月21日、白鷹学講座「田勢康弘講演会
愛しき日本　危機を乗り越えるために」が
産業センターで行われました。TPPや、原
子力発電所の再稼働問題、政治報道をする
マスコミの姿勢など、新聞やニュースを見
るだけではわからないことをお話しいただ
きました。その上で「これからの日本には
何が大事なのか冷静に見極め、どういう国
にするのかを考えることが求められる」と
話されました。

　４月15日、東根地区公民館で白鷹町消
防団幹部・新入団訓練が行われました。今
年消防団に入団した33人に辞令が交付さ
れ、その後グラウンドで規律訓練が行われ
ました。消防団員は、普段は自分の仕事が
あり、忙しい年代の皆さんです。しかし、
地域のかたの生命や財産を守るために、訓
練を行い、火災や災害に備えています。安
全安心なまちづくりの要となる団体です。
ご協力をよろしくお願いします。

　４月15日、加茂川酒造酒蔵で、「しらた
か平成蔵人考」の蔵出しが行われました。
第16幕を数える今回は、鈴木一成社長が、
杜氏としてつくる初めてのお酒です。蔵内
には芳醇な香りが漂い、町内外から参加し
た約70人の会員はできたての新酒の試飲
を行いました。参加者からは「喉ごしがキ
リッとして飲みやすい」と好評でした。直
会では「組頭」小室等さんのライブもあり
盛り上がりました。

　4月15日、22日、29日、５月６日、白
鷹人形研究会による展示会が深山地区で行
われました。柔らかな質感の和紙人形を楽
しもうと町内外から多数の来場者が訪れま
した。むすびびなの製作体験もでき、人形
の配置を考えたり、ピンクの和紙を細かく
切り桜の花びらのように飾るなどそれぞれ
に工夫をし、出来上がった作品に「かわい
らしくできました」と満足の様子でした。

白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を

紹
介
し
ま
す
。

地　

区

氏　

名

蚕　

桑 

古
瀬　

敏
弘

 

渡
部　

貴
之

 

小
松
志
津
加

鮎　

貝 

安
部　

博
幸

 

鈴
木　

伸
一

 

齋
藤
由
加
里

荒　

砥 

和
田　

昭
子

 

岩
崎　

清
美

 

川
村　

朋
弘

十　

王 

小
野　

里
美

 

守
屋　

俊
宏

 

小
林　

英
行

鷹　

山 

海
老
名
和
好

 

紺
野　

光
子

 

吉
田　

隆
二

東　

根 

船
山　

健
一

 

小
形　
　

仁

 

鈴
木　

京
子

【任期：平成24年４月１日～平成26年３月31日】

　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
平
成
23
年

８
月
24
日
に
施
行
さ
れ
、
名
称
が

｢

体
育
指
導
委
員｣

か
ら｢

ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員｣

に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の

た
め
、
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
を

受
け
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
身
近
な
相
談
に
応
じ
た
り
、

情
報
提
供
を
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
事
務
局　

　

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　

☎
85

－

６
１
４
７



第
20
区
白
鷹
〜
長
井
間
を
力
走

す
る
竹
田
則
幸
選
手
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　4月22日、日本ウォーキング協会後藤一
也先生をお招きし、前半はウォーキングの
運動効果と心拍数について、年齢などで目
安となるスピード、心拍数を算出しました。
後半は外に出て実際に歩いてみました。靴
の正しいはき方から効果的なスピード、歩
幅など教えていただきました。おしゃべり
ができる程度で無理なく楽しく歩くことが
できました。５月27日に第２回教室を開
催します。11ページをご覧ください。

　４月14日、荒砥小学校体育館でスポー
ツ少年団の合同結団式が行われました。今
年度は501人の加入があり竹田久次本部長
から団旗が各団体に手渡された後、代表し
て山本築君（荒砥剣道スポ少・荒砥小学校
６年）が堂々と誓いの言葉を述べました。
子どもたちは、スポーツ少年団の活動の中
で、技術の向上だけでなく、指導者や地域
のかたとふれあうことにより、大きくたく
ましく育って行くことでしょう。

２
年
ぶ
り
の
開
催

　

県
縦
断
駅
伝

　

４
月
27
日
か
ら
29
日
に
か
け
て

第
57
回
県
縦
断
駅
伝
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
28
日
の
白
鷹
中
継
所
か
ら

は
、
竹
田
則
幸
選
手
が
沿
道
の
声

援
を
受
け
走
り
ま
し
た
。
ほ
か
の

区
間
で
も
町
内
出
身
選
手
が
多
数

出
場
し
ま
し
た
。
長
井
・
西
置
賜

チ
ー
ム
は
第
６
位
で
し
た
。

　

全
28
区
間
中
、
11
区
間
を
白
鷹

の
選
手
が
走
り
ま
し
た
。 

２
区
・
15
区　

高
野
光
選
手

３
区
・
20
区　

竹
田
則
幸
選
手 

８
区
・
21
区　

樋
口
勝
利
選
手

10
区　

沼
澤
伸
壽
選
手 

11
区　

小
出
央
人
選
手 

16
区　

鈴
木
友
幸
選
手 

17
区　

五
十
峯
大
貴
選
手 

23
区　

竹
田
裕
道
選
手

　５月３日、鮎貝駅周辺を会場に水仙まつ
りがおこなわれました。当日は、あいにく
の雨で、肌寒い日となりましたが、サーク
ル水仙の14人の会員が丹精こめて育てた
水仙が鮮やかに咲き、フラワー長井線鮎貝
駅周辺を彩りました。咲いている水仙は
27種類もあり、黄色の濃いものから、白
っぽいもの、花の形が違うものなどさまざ
まで、訪れた人を楽しませました。

　４月29日から５月６日にかけて、道の
駅白鷹ヤナ公園でヤナ開き祭りが行われま
した。最上川には約200匹の鯉のぼりがか
けられ観光客を出迎えました。５月３日、
４日、５日には魚のつかみ取りや、ザリガ
ニ釣りなどのイベントが開催され、多くの
家族連れが訪れ、ゴールデンウィークを楽
しみました。魚のつかみ取りでは、まだ水
が冷たいものの、子どもたちは元気に魚を
追いかけました。



白鷹町で１年間 ( 平成23年度）にかかったごみ処理経費
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５
月
30
日
は

　

「
白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
で
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
で
ご
み
の
減
量
化
に
一
層
取
り
組
む
た
め
に
、
５
月
30

日
を
「
白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
と
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

　・包み紙などの容器包装は、できるだけ少なくしましょう。
　・壊れにくく、長く使える製品を選びましょう。
　・マイ箸、マイバッグを利用しましょう。
　・菓子箱や古封筒、メモ紙などは雑誌として古紙に出しましょう。

　・リターナブル容器を使いましょう。
　・いらなくなったものは、ほしい人にゆずったり、リサイクル
　 　ショップを利用しましょう。

　
・ごみを正しく分別し、リサイクルしやすくしましょう。
　・リサイクル製品を選びましょう。

ごみを減らすために『３R』を広げましょう。

　５月30日 ( 水 )　午後７時から
　白鷹町中央公民館「文化実習室」
　参加無料　
       ＊申し込みの必要はありません
お問い合わせは、町民課くらし環境係まで
( ☎８５－６１３１)

事
例肥

料
用
消
石
灰
を
バ
ケ
ツ
に
入

れ
、
手
に
持
っ
て
畑
に
散
布
し
て

い
る
と
き
に
転
倒
し
た
。
そ
の
際

バ
ケ
ツ
に
入
っ
て
い
た
肥
料
用
消

石
灰
を
か
ぶ
り
、
消
石
灰
が
両
目

に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
入
院
し
治

療
を
受
け
た
が
左
目
を
失
明
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

肥
料
用
消
石
灰
は
、
家
庭
菜
園

や
農
業
な
ど
で
作
物
に
適
し
た
土

壌
を
作
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
肥

料
で
、
土
作
り
に
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

消
石
灰
は
強
い
ア
ル
カ
リ
性
の

物
質
で
、
皮
膚
や
目
、
呼
吸
器
な

ど
に
障
害
を
引
き
起
こ
す
危
険
性

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

目
に
入
る
と
失
明
す
る
こ
と
も
あ

り
、
使
用
す
る
際
は
必
ず
保
護
メ

ガ
ネ
、
保
護
手
袋
、
保
護
マ
ス
ク

等
を
着
用
し
、
取
り
扱
い
に
は
十

分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

（
☎
85

－

６
１
３
１
）

vol.23

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
と
は
、
販
売

会
社
か
ら
商
品
を
購
入
す
る
際
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
そ
の
代
金
を

立
て
替
え
て
、
購
入
者
が
後
日
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
返
済
す
る
契
約

で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使

う
行
為
は
、「
借
金
を
す
る
」
こ
と

で
す
。
分
割
払
い
に
す
る
と
手
数

料
を
払
う
こ
と
に
な
り
、
返
済
が

遅
れ
れ
ば
遅
延
損
害
金
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
手
持
ち
の
お
金
が
な
く

て
も
買
い
物
が
で
き
る
の
で
、
支

払
っ
た
と
い
う
感
覚
が
な
く
、
使

い
過
ぎ
に
注
意
が
必
要
で
す
。
支

払
い
能
力
以
上
の
買
い
物
を
す
れ

ば
返
済
が
滞
り
、
返
済
の
た
め
に

借
金
を
す
る
と
い
う
恐
れ
も
あ
る

の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
と
て
も

便
利
な
も
の
で
す
が
、
危
険
も
あ

る
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
上
手
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

Reduce リデュース（ごみを減らす）

Reuse リユース（くりかえし使う）

Recycle リサイクル（資源として再生利用する）
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◆
自
転
車
を
利
用
す
る
か
た
は
、

自
転
車
の
交
通
規
則
を
し
っ
か
り

守
り
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
は
軽
車
両
で
す
。

①
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
乗
れ
ま              

　

せ
ん
。

②
車
と
同
じ
左
側
通
行
で
す
。
車

　

道
の
左
端
を
乗
り
ま
し
ょ
う
。

 　

た
だ
し
・
・

      

普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
可
の

標
識
が
あ
る
場
合
は
歩
道
を
乗
れ

ま
す
。

     

13
歳
未
満
と
70
歳
以
上
の
方
は

す
べ
て
の
歩
道
が
乗
れ
ま
す
の
で
、

安
全
の
た
め
に
歩
道
を
乗
り
ま
し

ょ
う
。

③
傘
差
し
運
転
、
携
帯
等
を
使
用

　

し
な
が
ら
の
運
転
は
で
き
ま
せ

    

ん
。

④
両
耳
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
等
を
使
用

　

し
て
音
楽
等
を
聴
き
な
が
ら
の    

    

運
転
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
二
人
乗
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑥
児
童
・
幼
児
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

　

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
事
故
の
な
い
安
全
な
自
転
車
利

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
知
っ
て
い
る
山
で
も
十
分
に
注

意
！

○
ひ
と
り
で
は
行
か
ず
に
、
行
き

先
、
帰
宅
時
間
を
家
族
に
告
げ
、

早
立
ち
早
帰
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
熊
鈴
・
ラ
ジ
オ
・
食
料
・
雨
具

・
携
帯
電
話
を
忘
れ
ず
に
。

○
体
調
の
悪
い
時
は
山
に
入
ら
な

い
。
途
中
で
も
中
断
し
て
下
山
す

る
。

○
道
に
迷
っ
た
ら
む
や
み
に
動
き

回
ら
ず
、
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所

で
助
け
を
待
つ
。

                      

　

　

白
鷹
東
駐
在
所

　
　

髙
橋
誠
一
郎
警
部
補

　　

白
鷹
西
駐
在
所

　
　

太
田
順
一
巡
査
長

　

お
二
方
が
新
た
に
着
任
さ
れ
ま

　

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

　

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

   

（
☎
85

－

６
１
３
１
）

長
井
警
察
署　
（
☎
84

－

０
１
１
０
）

白
鷹
西
駐
在
所（
☎
85

－

２
０
２
９
）

白
鷹
東
駐
在
所（
☎
85

－

２
０
４
６
）

　

西
中
学
校
区
（
西
中
、
蚕
桑
小
、
鮎
貝
小
）
で
の
授
業
指
導
、
学
校

行
事
や
校
舎
周
辺
の
環
境
整
備
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
登
録
で
き
る
方

　

ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

　

（
西
中
学
校
区
外
の
方
も
登
録
で
き
ま
す
。）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
期
間

　

登
録
完
了
日
よ
り
平
成
25
年
2
月
28
日
ま
で

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容

　

授
業
指
導
支
援
、
校
舎
内
外
の
環
境
整
備
支
援
、
部
活
動
指
導
支
援
、

　

学
校
行
事
支
援
な
ど
の
中
か
ら
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

内
容
を
選
ん
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
西
中
、
蚕
桑
小
、
鮎
貝
小
、
中
央
公

　
　

民
館
、
各
地
区
公
民
館
に
置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

　
　

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　

5
月
31
日
（
木
）
ま
で

▼
登
録
手
続

　

西
中
、
蚕
桑
小
、
鮎
貝
小
、
中
央
公
民
館
、
各
地
区
公
民
館
に
置
い

　

て
あ
る
チ
ラ
シ
裏
面
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
票
」
に
必
要
事
項
を

　

ご
記
入
い
た
だ
き
、
西
中
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
に
ご
提
出
く
だ

　

さ
い
。（「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
票
」
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
及
び
連
絡
先

　

西
中
学
校　

☎
85

－

２
２
４
４
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
２
４
５

　

ま
た
は
、　　

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係　

　

☎
85

－

６
１
４
６
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
１
８
３
ま
で
お
問
合
せ
く
だ　

　

さ
い
。
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６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
で
人
権

思
想
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
に
応

じ
て
お
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
町
の
人
権
擁
護
委
員
（
６
人
）

　
　

湯
澤　

信
弘
さ
ん
（
山
口
）

　
　

芳
賀
健
治
郎
さ
ん
（
鮎
貝
）

　
　

蒲
生　

成
子
さ
ん
（
荒
砥
）

　
　

丸
川　

敬
浩
さ
ん
（
十
王
）

　
　

戸
借　

清
策
さ
ん
（
中
山
）

　
　

新
野
美
佐
子
さ
ん
（
畔
藤
）

▼
人
権
特
設
相
談
日　

　

６
月
６
日
（
水
）　

　

午
前
10
時
〜
12
時

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
予
定
）

▼
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談
日

毎
週
月
曜
日　

山
形
地
方
法
務
局

米
沢
支
局
（
☎
０
２
３
８

－

２
２

－

２
１
４
８
）
ま
た
は
、
全
国

共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０
）

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
福
祉
係   　

　

（
☎
８
６

－

０
１
１
１
）　　

　
　
　

日
本
赤
十
字
白
鷹
町
分
区
よ
り
お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
し
た
災
害
に
つ
い
て
、
多
く
の
個
人
・

団
体
か
ら
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

義
援
金
を
い
た
だ
い
た
災
害
（
平
成
23
年
度
）

　

○
平
成
23
年
７
月
新
潟
県
豪
雨

　

○
奈
良
県
台
風
12
号
災
害

　

○
和
歌
山
県
平
成
23
年
台
風
12
号
災
害

　

○
台
風
12
号
三
重
県
災
害

　

○
平
成
23
年
度
N
H
K
海
外
た
す
け
あ
い　

（
敬
称
略
）

・
安
部　

優
子

・
エ
ー
コ
ー
プ
し
ら
た
か

・
こ
ぶ
し
会
赤
十
字
奉
仕
団

・
わ
か
あ
ゆ
会
赤
十
字
奉
仕
団　

　

○
東
日
本
大
震
災
（
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
か
た
を
掲
載
）

・
き
つ
ね
ま
つ
り
子
狐
連

※
な
お
、
東
日
本
大
震
災
義
援
金
は
平
成
24
年
９
月
30
日
ま
で
受
付
延

長
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

3
月
末
で
の
義
援
金
総
額
は
１
１
１
万
７
１
０
８
円
と
な
り
ま
し
た
。

※
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
際
し
、
日
本
赤
十
字
社
の
救
援
活
動
に
協

力
さ
れ
た
こ
ぶ
し
会
日
赤
奉
仕
団
、
わ
か
あ
ゆ
会
日
赤
奉
仕
団
、
青
年

赤
十
字
奉
仕
団
に
対
し
、
日
本
赤
十
字
社
社
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
各
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
地
域
に
お

い
て
奉
仕
団
活
動
を
展
開
し
て
い
る
奉
仕
団
に
、
皆
様
か
ら
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
赤
白
鷹
町
分
区
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
☎
86

－

０
１
１
１
）

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
！

　

行
政
相
談
委
員
は
住
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
機
関
等
と
の
パ
イ
プ
役

で
す
。
道
路
や
年
金
、
相
続
の
困

り
ご
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
白
鷹
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員

　
　

奥
山
正
雄
さ
ん

　
　
　

（
☎
85

－

３
８
４
１
）

　
　

樋
口
久
子
さ
ん

　
　
　

（
☎
85

－

４
５
７
４
）

▼
行
政
相
談
パ
ネ
ル
展

　

５
月
21
日
〜
25
日
ま
で

　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
行
政
相

談
の
取
り
組
み
例
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

　

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
行
政
評
価

事
務
所
（
☎
０
２
３

－

６
３
２

－

３
１
１
３
）、
健
康
福
祉
課
福
祉

係(

☎
86

－

０
１
１
１
）

　

　

白
鷹
町
の
魅
力
を
15
秒
間
の
映
像
な

ど
に
ま
と
め
た
Ｃ
Ｍ
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
多
く
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
募
集
内
容　

白
鷹
町
の
特
徴
を
表
現

し
た
未
発
表
の
Ｃ
Ｍ
作
品

▼
参
加
資
格　

ど
な
た
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。（
個
人
・
団
体
問
わ
ず
）

▼
応
募
方
法　

応
募
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
企
画
書
（
シ
ナ
リ
オ
、
製
作
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
簡
潔
に
ま
と
め
た

も
の
）
を
５
月
31
日（
木
）ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
企
画
書
の
段
階
で
、
総

務
課
情
報
係
に
て
、
審
査
を
行
い
採
用

作
品
を
決
定
し
ま
す
。

▼
作
品
製
作
期
限

　
　

10
月
12
日
（
金
）

▼
賞
金
な
ど

○
採
用
作
品
に
５
万
円
を
贈
呈

▼
そ
の
他

○
著
作
権
・
個
人
情
報
保
護
法
な
ど
に

　

抵
触
し
な
い
作
品
に
限
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
町
に
帰
属

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
採
用
作
品
は
、
第
13
回
山
形
ふ
る
さ

　

と
Ｃ
Ｍ
大
賞
に
出
品
予
定
で
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
情
報

係
（
☎
85

－

６
１
２
１
）
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ぬ
く

と

わ

五
月
二
十
五

六
月
二
十
五
日

『
新
学
期
が
順
調
に
ス
タ
ー
ト
』

　　

新
入
学
生
66
人
を
迎
え
、
在
籍

１
８
１
人
の
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

気
持
ち
を
新
た
に
新
学
期
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

１
カ
月
が
経
過
し
、
新
入
生

も
少
し
ず
つ
学
校
生
活
に
慣
れ
、

２
、３
年
生
も
上
級
生
と
し
て
の

自
覚
を
深
め
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
も
「
地
域
の
学
校
」
と

し
て
、
生
徒
会
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
し
て
地
域
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ま
方
の
御
支
援
と
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

『
活
気
あ
ふ
れ
る
部
活
動
』

  　

現
在
本
校
で
は
、
野
球
・
サ
ッ

カ
ー
・
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
硬

式
テ
ニ
ス
・
剣
道
・
卓
球
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
陸
上
サ
ー
ク

ル
の
10
の
運
動
部
と
、
吹
奏
楽
・

美
術
・
囲
碁
・
パ
ソ
コ
ン
の
４
つ

の
文
化
部
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

  

今
後
は
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
各
部
の
活
躍
の
様
子
を
皆
さ

ま
方
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

各
部
と
も
上
位
大
会
進
出
や
、

資
格
取
得
や
発
表
会
を
目
標
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
御
声
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

１
学
年
担
任
団
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「
も
し
、
家
族
が
認
知
症
に
な
っ

た
ら･･･

」

　

ど
ん
な
人
で
も
最
初
か
ら
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
適

切
に
対
応
で
き
る
か
た
は
い
ま
せ

ん
。
と
ま
ど
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
、

否
定
的
な
気
持
ち
に
な
る
人
が
多

い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
回
は
、
介
護
す
る
家
族
が
認

知
症
を
受
け
止
め
る
ま
で
の
心
の

変
化
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■

　

　
・
認
知
症
の
人
の
言
動
や
行
動
に

と
ま
ど
う
。

例
「
物
が
な
く
な
っ
た
と
騒
ぐ
」

・
介
護
す
る
家
族
の
思
い
込
み
か

ら
否
定
し
よ
う
と
す
る
。

例
「
う
ち
の
人
に
限
っ
て
認
知
症

の
は
ず
が
な
い
」

　

そ
の
た
め
こ
の
時
期
は
、
介
護

者
の
多
く
が
悩
み
を
周
り
に
打
ち

明
け
ら
れ
ず
、
一
人
で
悩
む
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■

　

　
・
認
知
症
へ
の
理
解
が
不
十
分
な

た
め
、
対
応
に
混
乱
し
た
り
、
さ

さ
い
な
こ
と
に
腹
を
立
て
る
。

例
「
ど
う
し
て
自
分
だ
け
が
こ
ん

な
目
に
合
う
の
か
」

・
認
知
症
の
か
た
を
拒
絶
し
よ
う

と
す
る
。

例
「
こ
の
人
さ
え
い
な
け
れ
ば
ど

ん
な
に
楽
だ
ろ
う
」

　

そ
の
た
め
こ
の
時
期
は
、
精
神

的
・
身
体
的
に
疲
労
が
蓄
積
さ
れ
、

在
宅
で
の
介
護
は
無
理
だ
と
思
う

な
ど
、
一
番
つ
ら
い
時
期
で
す
。

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
し
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
を
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

■

　

　
・
混
乱
や
怒
り
を
繰
り
返
し
体
験

し
た
介
護
者
は
、
次
第
に
コ
ツ
を

つ
か
み
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に

な
る
。

例
「
い
く
ら
注
意
し
て
も
忘
れ
る

か
ら
、
こ
の
場
は
『
は
い
は
い
』

と
聞
い
て
お
こ
う
」

　

認
知
症
の
人
の
症
状
は
変
わ
ら

な
く
て
も
、
介
護
の
混
乱
は
軽
く

な
り
ま
す
。

(

■
ス
テ
ッ
プ
３
か
ら
２
へ
戻
り
、

再
び
ス
テ
ッ
プ
２
か
ら
３
へ
を
繰

り
返
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。)

■

　

　
・
認
知
症
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

り
、
認
知
症
の
人
の
心
理
を
自
分

自
身
に
投
影
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

例
「
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
」
と

残
さ
れ
た
能
力
や
良
い
と
こ
ろ
に

目
が
向
く
よ
う
に
な
る
。

　

認
知
症
の
人
を
、
そ
の
人
の
あ

る
が
ま
ま
に
家
族
の
一
員
と
し
て

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　

認
知
症
は
す
ぐ
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
ほ
ど
簡
単
な
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
認
知
症
の
人

に
寄
り
添
い
続
け
れ
ば
、
き
っ
と

答
え
は
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

４月の町長交際費

　平成24年４月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120
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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
や

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
な
ど

に
よ
り
国
の
財
政
事
情
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
私
た

ち
の
生
活
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か

考
え
る
貴
重
な
機
会
に
な
る
と
思

い
ま
す
。 

▼
い
つ 　

５
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
ど
こ
で 　

産
業
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
）

▼
内
容　

講
演

　
　
　
　
『
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　

日
本
の
財
政
』

▼
対
象 　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。（
参
加
費
無
料
）

▼
主
催 　

東
北
財
務
局
山
形
財

務
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ　

　

東
北
務
局
山
形
財
務
事
務
所　

　

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
１
７
７

　

総
務
課　

総
務
係　

　

☎
85

－

６
１
２
０

　

眼
病
平
癒
、
火
盗
消
除
、
養
蚕

安
全
、
交
通
安
全
の
守
護
「
三
ッ

瀧
不
動
尊
」
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

三
ッ
瀧
不
動
尊
境
内

（
雨
天
の
場
合　

貝
生
公
民
館
）

▼
御
礼　

一
体
５
０
０
円

▼
名
物　

「
流
し
ソ
ー
メ
ン
」
と

　

山
菜　

お
一
人
様
６
０
０
円

（
昼
12
時
ま
で
）

▼
交
通　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

　

役
場
前
午
前
９
時
45
分
発

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協

　

会
（
☎
86

－

０
０
８
６
）

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31

日
（
木
）
で
す
。

お
近
く
の
金
融
機
関
・
総
合
支
庁

・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

み
な
さ
ん
、
忘
れ
ず
に
期
限
ま

　

昼
食　

雨
具　

飲
料
水　

防
寒

　

具
（
必
携
）

▼
参
加
料　
　

　

５
０
０
円
（
写
真
・
保
険
料
）

▼
締
め
切
り　

５
月
28
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

白
鷹
山
岳
会
事
務
局

　

伊
藤
☎
85

－

４
２
７
６

　

舩
山
☎
85

－

０
１
７
７

▼
内
容
／
コ
ー
ス
／
時
間

【
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
２
０
１
０
入
門
コ
ー

ス
】

　

文
書
作
成
ソ
フ
ト
の
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ

を
初
め
て
操
作
す
る
方
を
対
象
と

し
た
講
習
で
す
。

○
第
１
回

　

５
月
21
日
（
月
）・
23
日
（
水
）

　

・
25
日
（
金
）
の
午
後
２
時
〜

　

４
時
の
計
６
時
間

○
第
２
回

　

５
月
28
日
（
月
）・
30
日
（
水
）

　

・
６
月
１
日
（
金
）
の
午
後
７

　

時 

〜
９
時
の
計
６
時
間

▼
料
金　

無
料

▼
定
員　

各
10
人

▼
場
所　

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

（
産
業
セ
ン
タ
ー
内
奥
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

町
総
合

　

情
報
セ
ン
タ
ー　

担
当
／
舩
山

　

・
松
下

　

☎
86

－

０
０
０
１

　　

日
頃
か
ら
水
害
・
地
震
な
ど
の

災
害
に
備
え
、
適
切
な
対
応
を
執

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現

す
る
た
め
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
理
念
の
も
と
、
水
防
・
災
害
へ

の
更
な
る
意
識
高
揚
に
向
け
、
住

民
参
加
に
よ
る
地
域
一
体
型
の
演

習
を
実
施
し
ま
す
。

▼
い
つ　

５
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　

12
時
30
分

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
宮
崎
・
川
西

町
州
島
地
先
（
最
上
川
右
岸
河
川

敷
）

で
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支

庁
西
置
賜
税
務
課

☎
０
２
３
８

－

88

－

８
２
０
９

▼
い
つ　

６
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
７
時
50
分
集
合

▼
集
合
場
所　

　

横
田
尻　

上
ノ
台
公
園

▼
持
ち
物　
　

▼
実
施
内
容　

水
防
工
法
訓
練
、

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
し
た
総

合
的
な
訓
練

▼
規
模　

約
３
０
０
０
人
（
見
学

な
ど
含
む
）

▼
主
催　

最
上
川
流
域
19
市
町
、

山
形
県
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局

■
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
山

　

形
河
川
国
道
事
務
所

　

☎
０
２
３

－

６
８
８

－

８
４
２
１

　

身
体
障
が
い
者
更
生
相
談
所
に

よ
る
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

肢
体
と
聴
覚
に
関
す
る
相
談
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
福
祉
係
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
置

　

賜
庁
舎　
　

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　

（
☎
86

－

０
１
１
１
）

　

自
然
災
害
や
紛
争
で
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被
災
民

や
難
民
な
ど
に
「
い
の
ち
の
支
え
」
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※
年
間
で
17
回
の
講
座
を
開
講
予

　

定
▼
ど
こ
で　

吉
島
地
区
交
流
セ
ン

　

タ
ー　

他

▼
参
加
費　

無
料（
懇
親
会
費
、　

視
察
交
通
費
等
の
自
己
負
担
あ
り
）

■
問
い
合
わ
せ

　

お
き
た
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ

　

ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
０
２
３
８

－
44

－

２
８
４
０  

m
ail　

yuki.h@
okisapo.net

（
細

川
・
原
）

　

東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

で
は
、
本
年
４
月
か
ら
新
た
に
専

門
相
談
員
を
配
置
し
、
多
重
債
務

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。
多

重
債
務
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、「
東
日
本
大
震
災
」
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
か
た
が
た
か
ら

の
相
談
に
き
め
細
や
か
に
応
じ
る

な
ど
、
多
重
債
務
問
題
の
解
決
に

一
層
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
相

談
は
秘
密
厳
守
、
無
料
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
除
く
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

■
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
２
３

－
６
４
１

－

５
２
０
１

　

山
形
財
務
事
務
所
多
重
債
務

　

相
談
窓
口

▼
受
験
資
格

○
警
察
官
Ａ
（
大
卒
ま
た
は
平
成

　

25
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　

の
か
た
）　

昭
和
52
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま

　

で
に
生
ま
れ
た
か
た

○
警
察
官
Ｂ
（
警
察
官
Ａ
以
外
の

　

か
た
）　

昭
和
52
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
か
た

○
一
般
職
員
大
学
卒
業
程
度　

昭

　

和
48
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　

か
た

　

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
か
た
で
、
大
学
を
卒
業

　

し
た
か
た
又
は
平
成
25
年
３
月

　

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た

○
一
般
職
員
高
校
卒
業
程
度
（
大

　

学
を
卒
業
し
た
か
た
又
は
平
成

　

25
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　

の
か
た
を
除
く
）　

平
成
３
年

　

４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

▼
申
込
期
間

○
警
察
官
Ａ　

５
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
６
月
18
日
（
月
）

○
警
察
官
Ｂ　

７
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
27
日
（
月
）

○
一
般
職
員
（
大
卒
程
度
）

　
　
　
　
　
　

５
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
６
月
４
日
（
月
）

○
一
般
職
員
（
高
卒
程
度
）

　
　
　
　
　
　

８
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
31
日
（
金
）

▼
試
験
日
・
会
場

○
警
察
官
Ａ　

７
月
８
日
（
日
）

　

山
形
東
高
校
ほ
か

○
警
察
官
Ｂ　

９
月
16
日
（
日
）

　

山
形
県
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
ほ

か○
一
般
職
員
（
大
卒
程
度
）

　

６
月
24
日
（
日
）
山
形
市

○
一
般
職
員
（
高
卒
程
度
）

　

９
月
23
日
（
日
）
山
形
市
ほ
か

※
第
２
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
第

　

１
次
試
験
合
格
者
に
連
絡
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署　

　

☎
84

－

０
１
１
０　

と
な
る
毛
布
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

現
地
の
人
び
と
の
手
に
届
く
ま
で

の
海
外
輸
送
費
１
０
０
０
円
の
ご

協
力
を
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
い
つ　

５
月
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時　

▼
ど
こ
で　

長
井
市
役
所
前
市
民

　

駐
車
場

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ア
フ
リ
カ
へ
毛

　

布
を
お
く
る
運
動
置
賜
地
区
実

　

行
委
員
会
／
今
野

☎
85

－

５
９
６
４

（
午
後
２
時
〜
６
時
）

　　

置
賜
地
域
の
若
者
が
集
い
、
学

び
と
情
報
交
換
を
通
し
て
地
域
活

動
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
交
流
塾

を
開
講
し
ま
す
。

　

現
場
で
活
躍
す
る
幅
広
い
分
野

の
講
師
に
よ
る
年
間
17
回
の
講
座

の
ほ
か
、
他
市
町
の
若
者
と
交
流

す
る
機
会
も
設
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

お
き
さ
ぽ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://okisapo.net/

お
き
た
め
い
て
ぃ
ぶ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ 
http://okita-m

ative.com
/

第
１
回
講
座

▼
い
つ　

5
月
18
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
〜

　

（
午
後
７
時
〜
開
講
式
）

　　

新
し
く
農
業
を
は
じ
め
た
か
た

や
、
さ
ら
に
栽
培
技
術
や
経
営
管

理
の
習
得
を
目
指
す
農
業
者
の
か

た
を
対
象
に
、
８
つ
の
講
座
を
開

講
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
開
講
講
座
①
米
づ
く
り
②
野
菜

栽
培
③
切
り
花
④
果
樹
栽
培
⑤
乳

牛
・
肉
牛
の
飼
養
管
理
⑥
パ
ソ
コ

ン
経
営
管
理
⑦
農
産
加
工
の
基
礎

⑧
新
規
就
農
者
の
支
援

▼
受
講
料
無
料
（
教
材
費
等
で
実

　

費
負
担
の
場
合
あ
り
）

▼
申
込
期
限　

５
月
25
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜

農
業
技
術
普
及
課

　

☎
88

－

８
２
１
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
83

－

１
１
１
９
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広告

町報川柳友の会　（代表　　髙橋　白兎　さん）
◆
結
成
は
？

◆
会
員
数
は
？

◆
川
柳
っ
て
ど
ん
な
時
に
考
え
る

の
で
す
か
？

◆
こ
れ
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
活
動

を
考
え
て
い
ま
す
か
？

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
高
齢
者
は
な
ん
と
96
歳
！
ま
す

ま
す
お
元
気
で
続
け
て
く
だ
さ
い
。

川
柳
は
、
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
興
味
を
持
っ
た
か
た

は
ぜ
ひ
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
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住所　　 氏　　名 年齢
高　玉　金　田　　晋　　87
山　口　五十嵐　よ　し　89
畔　藤　金　澤　辰　子　68
荒砥甲　塚　原　文　子　93
荒砥甲　　　原　　猛　　84
鮎　貝　三　沢　八　重　76
高　岡　打　田　し　の　89
佐野原　竹　田　ユキノ　85
横田尻　照　井　茂一郎　83

山　口 小松 正和 陽
ひ

　向
なた

由梨

荒砥甲 手塚 健治 心
まな

　翔
と

敦子

高　玉 金田
雄一郎 千

ち

　織
おり

奈緒

浅　立 梅津 裕次 瑠
る

　菜
な

渚

深　山 齋藤 吉邦 茅
ち

　菜
な

麻美

荒砥乙 松木 悟 理
り

　菜
な

春花

No.1088
2012-5

-14

　　氏　　　名　　　 住所

（織　田　裕　志　　福島県
小　林　佳　織　　畔　藤

（八　巻　勇　太　　長井市
川　部　沙耶香　　萩　野

（小　林　邦　弘　　畔　藤
佐　藤　勝　子　　鮎　貝

（菅　原　昌　和　　畔　藤
梅　津　　茜　　　畔　藤

（奥　村　成　人　　南陽市
紺　野　真　希　　畔　藤

（渋　谷　孝　男　　畔　藤
　洪　　順　子　　韓　国

（小　川　勇　喜　　畔　藤
根　守　裕　子　　岩手県

（新　野　雅　人　　広　野
芳　賀　瑞　穂　　鮎　貝

（五十嵐　政　樹　　佐野原
志　鎌　由　香　　十　王

お詫びと訂正

　広報しらたか４月12日号「ご

結婚おめでとう」の橋本大典さん

と結婚された純華さんのお名前を

誤って掲載してしまいました。

　お詫びして訂正いたします。

荒砥甲　竹　田　　京　　86
萩　野　川　部　茂　吉　88
荒砥甲　渡　會　ち　う　85
横田尻　小谷部　久美子　69
畔　藤　渋　谷　ハ　ナ　91

     長谷川六郎　氏（白鷹町名誉町民）

　昭和33年10月から白鷹町議会議員として、
また昭和42年4月からは山形県議会議員とし
て永きにわたり郷土の発展にご尽力いただ
いた長谷川六郎氏が、5月3日お亡くなりに
なりました。
　長谷川氏は、昭和58年5月に山形県議会議
長に就任、県政発展の基盤となる高速交通

網の整備を始め、白鷹町と県都を結ぶ国道348号線、山形空港の整
備など、町、県の発展に多大な功績を残されました。それらの功績
により、昭和63年７月名誉町民になられました。
　告別式（長谷川家・白鷹町による合同葬）は下記日程により行わ
れます。

　記
　▼日　程　　5月19日（土）午後2時～
　▼会　場　　東根小学校体育館
　▼その他　　当日は、東根小学校のグラウンドを臨時駐車場とし
　　　　　　　て確保しておりますが、駐車スペースに限りがあり
　　　　　　　ますので、車でおいでになるかたは、なるべく相乗
　　　　　　　りでおいでくださるようご協力をお願いします。

長谷川六郎氏　略歴

　公職歴
　昭和33年10月～   42年3月　　白鷹町議会議員
　昭和42年 ４月～   62年4月　　山形県議会議員
　昭和58年 ５月～   60年3月　　山形県議会議長
 
　表彰歴
　昭和61年4月　　勲四等旭日小綬章（自治功労）　
　昭和63年7月　　白鷹町名誉町民
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